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第１回南海トラフ巨大地震土木構造物耐震対策検討部会
（議事要旨）
日時：平成24年11月28日（水）9:30～11:30
場所：大阪府庁新別館北館　４階　多目的ホール
■資料-1　第１回南海トラフ巨大地震災害対策等検討部会の報告について
	No
	項目
	議論内容及び決定事項
	意見等発言者

	1
	地震動の検討ケースについて（陸側、東側の２ケース）
	· 地震の揺れが最大となる陸側と東側の２ケースで検討を進める。
· ただし、橋梁の場合、計測震度とその被害状況には余り相関がない。この２ケースで問題はないと思うが、スペクトル特性と、構造物の振動特性に関するチェックが必要。

	井合委員
伊津野委員


	2
	津波の検討ケースについて
	· ケース③、④、⑤、⑩を基本とし、土木構造物の耐震設計の検討を進める。
· ケース②は現地確認後、場合によっては考慮。
· また、浸水を防ぐために、設計津波（L1津波）を、今後の土木構造物の整備を進める上での与条件とする。

	井合委員


■資料-2　南海トラフの巨大地震の地震動について
	No
	項目
	議論内容及び決定事項
	意見等発言者

	3
	ゾーン分割の凡例について
	· 個々の地盤分類については、後日、詳細を報告のこと。

	井合委員
道奥委員


	4
	工学的基盤面について
	· 内閣府から提供された工学的基盤面でのせん断弾性波速度（Vs）については、内容を確認すること。

	井合委員

	5
	地殻変動による地盤沈下について
	· 内閣府からの提供データを確認すること。

	井合委員



■資料-3（参考）　部会での審議事項とスケジュール
	No
	項目
	議論内容及び決定事項
	意見等発言者

	6
	今後の検討スケジュールについて
	· 平成25年度の地震防災アクションプログラムの見直しに向け、今年度中に一定の考え方の整理を行う。
· ただし、今後内閣府から公表される予定の長周期地震動なども踏まえ、必要な検討・議論は、年度末にとらわれず、時間をかけて検討していく。

	井合委員
伊津野委員



■資料-3　土木構造物の点検の流れについて
	No
	項目
	議論内容及び決定事項
	意見等発言者

	7
	チャート式耐震診断システムについて
	· 多くの地盤や構造条件などをデータベース化しており、安全側で評価している。
· 安全側であるチャート式により全ての点検を進めていきながら、幾つか精度のいい実際の解析を被せながら、総合的に判断する。
· 上町断層クラスの地震動までカバーしており、今回の南海トラフ巨大地震も含まれている。ただし、継続時間の長い大きな地震になるとPSI値のような指標を取り入れて検討。

	井合委員
道奥委員


	8
	民間の土木構造物について
	· 大阪府の防災会議に設置された部会であり、この部会で得られた知見等については、市町村等をはじめ、民間にも幅広く公表・情報提供していく。

	井合委員
伊津野委員

	9
	せん断弾性速度について
	· せん断弾性速度（Vs）300m/sのN値60相当をN値50相当に訂正すること。
	井合委員



■資料-4　土木構造物の点検方針について
	No
	項目
	議論内容及び決定事項
	意見等発言者

	10
	①資料・用語等の統一について
	· 耐震点検と、耐震診断の違いを説明するなど、府民一般にも分かり易い表現で記述すること。

	伊津野委員


	
	②構造物毎の点検対象事象の整理全般について
	· ４種類の地震動の整理及び点検対象構造物の面的な配置、浸水想定区域、各構造物が対象とする自然現象などを分かり易く図で整理すること。
· 構造物の連続性（取り合い部分）や地域特性、民間施設なども考慮して、大阪府の防災を検討すること。

	井合委員

	11
	①河川構造物（防潮堤、堤防等）の点検について
	· 河川堤防と防潮堤の点検フローを統一すること。

	道奥委員

	
	②河川堤防と防潮堤の違い（定義）について
	· 高潮対策事業で整備した範囲を防潮堤、それ以外の津波の遡上範囲について河川堤防として定義し、点検を実施する。

	道奥委員

	
	③排水機場やポンプ場施設等の上屋の耐震点検について
	· 建築部分についても、支障が出るような場合は、点検を実施する。
	道奥委員

	12
	①河川構造物（ダム、砂防施設）の点検について
	· 砂防施設については、地盤と一緒に挙動する剛体として評価し、最大加速度で評価を行う。
	井合委員

	
	②施設の点検水位について
	· ダムには常時満水位、砂防施設は満砂状態で水通し位置に水位があるという初期条件で検討する。
· 
	道奥委員

	13
	港湾、海岸施設の点検について
	· 河川堤防と防潮堤の点検フローを統一すること。

	道奥委員

	14
	①橋梁の点検について
	· まずはこれまで実施してきた耐震対策（平成14年道示基準）が、今回の南海トラフ巨大地震の地震動に対して、安全かどうかのチェックを実施。
· 平成24年の新たな道路橋示方書の基準の扱いについては、今後要検討。

	伊津野委員

	
	②橋梁の津波対策について
	· 沿岸部にある緊急交通路の橋梁は、橋梁の標高と津波高を比較し、直接津波が橋梁に外力を与える場合には、第２回部会で検討を行う。

	井合委員

	15
	①下水道施設の点検について
	· 沈砂池ポンプ棟の流入渠や、両端が構造物で挟まれているようなシールドなど、一体となっているような管渠については、特に軸方向、管渠と構造物の接続部について留意が必要。東京でもそのような場所で被害が発生していることから、このようなところを念頭に置きながら、留意して点検を進めること。
· もう一点、浦安の事例を念頭に、地盤全体が液状化したというようなところもあるので、そういうことを念頭に置きながら、全体的な検証を進めること。

	鍬田委員
（当日欠席）
【意見提出】

	
	②被災した活性汚泥について
	· 被災した活性汚泥の復旧に必要な種汚泥は、近隣の下水道処理場から持ってくることで対応可能。

	道奥委員


■その他
	No
	項目
	議論内容及び決定事項
	意見等発言者

	16
	オブザーバーについて
	· オブザーバーもそれぞれ管理者の立場で、アドバイス等をいただきたい。

	井合委員
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